
黒谷頭首工

貝田新円筒分水槽

東山円筒分水槽

カ モ親子の

農村日記
カ モ親子の

農村日記

黒谷頭首工
東山円筒分水槽ほか

黒谷頭首工
東山円筒分水槽ほか

魚津市魚津市▶▶

　
片
貝
川
は
、
魚
津
市
の
南
東
に
あ
る
標
高
二
千
四
百

メ
ー
ト
ル
以
上
の
毛
勝
三
山
を
源
流
と
し
、
流
路
延
長

27
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
経
て
富
山
湾
へ
注
い
で
い
ま
す
。
源

流
か
ら
海
へ
至
る
高
低
差
に
対
し
流
路
延
長
が
短
い
こ

と
か
ら
、
日
本
屈
指
の
急
流
河
川
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
川
底
に
水
が
染
み
込
み
や
す
く
、
水
量
の
変
化

が
激
し
い
不
安
定
な
河
川
で
も
あ
り
、
そ
の
沿
岸
地
域

で
は
大
雨
の
際
に
水
害
が
発
生
し
、
夏
期
に
は
深
刻
な

水
不
足
に
悩
ま
さ
れ
、
水
争
い
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
片
貝
川
の
沿
岸
に
は
用
水
を
安
定
し
て
送

る
た
め
の
農
業
用
水
利
施
設
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

片
貝
川
の
特
徴

　
江
戸
時
代
中
頃
は
、
単
独
あ
る
い
は
複
数
の
村
ご
と

に
共
同
で
片
貝
川
か
ら
直
接
用
水
を
引
い
て
い
ま
し

た
。
そ
の
用
水
は
、
堤
防
に
穴
を
開
け
、
石
な
ど
で
川
を

せ
き
止
め
て
水
を
引
く
も
の
で
し
た
。
穴
を
開
け
た
場

所
の
堤
防
は
弱
く
設
備
も
簡
易
な
た
め
毎
年
の
よ
う
に

起
き
る
水
害
で
壊
れ
、
そ
の
復
旧
に
大
変
な
労
力
と
費

用
が
掛
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
明
治
時
代
に
は
沢

山
あ
っ
た
取
水
口
を
減
ら
す
な
ど
の
取
り
組
み
が
行
わ

れ
、
昭
和
11
年
に
魚
津
市
黒
谷
地
内
に
て
取
水
口
を

１
ヵ
所
と
す
る
黒
谷
頭
首
工
の
建
設
事
業
が
始
ま
り
ま

し
た
。

頭
首
工
の
建
設

片貝川沿岸地区計画一般平面図片貝川沿岸地区計画一般平面図

補修工事中の黒谷頭首工

上流から見た黒谷頭首工

土地改良施設の紹介土地改良施設の紹介土地改良施設の紹介

　片
貝
川
沿
岸
地
域
は
、
黒
谷
頭
首
工
か
ら
取
水
し
た
用
水
を
水
源
と
し
、

約
千
四
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
を
潤
し
て
い
ま
す
。

　先
人
の
努
力
と
卓
越
し
た
技
術
の
お
か
げ
で
安
定
し
た
取
水
・
導
水
が
行
わ
れ
、

現
在
の
よ
う
な
緑
豊
か
な
農
地
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

片
貝
川
沿
岸
に
広
が
る
緑
豊
か
な
農
地

土地改良施設の紹介土地改良施設の紹介土地改良施設の紹介土地改良施設の紹介土地改良施設の紹介土地改良施設の紹介

　片
貝
川
沿
岸
地
域
は
、
黒
谷
頭
首
工
か
ら
取
水
し
た
用
水
を
水
源
と
し
、

　片
貝
川
沿
岸
地
域
は
、
黒
谷
頭
首
工
か
ら
取
水
し
た
用
水
を
水
源
と
し
、

約
千
四
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
を
潤
し
て
い
ま
す
。

約
千
四
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
を
潤
し
て
い
ま
す
。

片
貝
川
沿
岸
に
広
が
る
緑
豊
か
な
農
地

片
貝
川
沿
岸
に
広
が
る
緑
豊
か
な
農
地

く
ろ  

た
に  

と
う   

し
ゅ  

こ
う

ひ
が
し

や
ま  

え
ん  

と
う  

ぶ
ん  

す
い  

そ
う

【
黒
谷
頭
首
工
、
東
山
円
筒
分
水
槽
ほ
か
魚
津
市

】

け

か
ち
さ
ん

ざ
ん

下流から見た補修工事前の黒谷頭首工
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▲分水槽とその周辺の美しい景観が

撮影スポット として注目

第12回とやまの農山村写真展より

「 日本一美しい円筒分水槽と夕陽」

◀

蛇石

カモ親子の農村日記 片貝川沿岸に広がる緑豊かな農地

公
平
に
水
を
分
配
す
る

円
筒
分
水
槽

　
黒
谷
頭
首
工
で
は
、
片
貝
川
の
左
岸
か
ら
取
水
し
、

左
岸
の
貝
田
新
円
筒
分
水
槽
を
通
り
、
片
貝
川
の
川

底
に
埋
め
ら
れ
て
い
る
２
本
の
導
水
管
を
通
っ
て
、
右

岸
の
東
山
円
筒
分
水
槽
に
噴
き
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
2
つ
の
円
筒
分
水
槽
は
、一
定
の
割
合
で
農

業
用
水
を
分
配
す
る
た
め
の
施
設
と
し
て
設
け
ら
れ

ま
し
た
。か
つ
て
は
水
争
い
が
絶
え
な
か
っ
た
片
貝
川

流
域
で
す
が
、い
つ
で
も
公
平
に
水
を
分
配
可
能
な
こ

の
施
設
に
よ
り
、
数
十
年
に
わ
た
っ
て
安
定
し
て
用
水

が
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
29
年
に
は
円
筒
分
水
槽
が
設
置
さ
れ
、
昭
和

30
年
に
完
成
を
見
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
48
年
か
ら

昭
和
51
年
ま
で
の
事
業
に
よ
り
黒
谷
頭
首
工
が
改
修

さ
れ
、
現
在
の
形
に
な
り
ま
し
た
。

片貝川上流には、龍のよう な模様の付いた蛇石

（ 龍石）と いう 大きな石があり ます。こ れは昔、川

で暴れていた龍が狩人に退治さ れて石に巻きつい

て息絶えたも のと 伝えら れています。今でも 洪水

があると 、その祟りと 恐れられ、干ばつの時にはこ

の石を打ち叩けば必ず雷雨を伴う と 信じ ら れ、豊

富な水量をもたらす神として祀られています。

◆ 頭首工［ とう しゅこう ］

河川などから用水路へ必要な用水を引き入れるための施設。

◆ 堰柱［ せきちゅう ］

水門（ ゲート ）を支えるための両側に設けられたコンクリ ート の柱。

◆ 下流エプロン

堰柱やゲート などの直下流の川底が水流で削られないよう 防止する構造物。

◆ 表面被覆

コンクリ ート の品質を低下さ せる水分や酸素などを侵入さ せないよう 遮断す

る工法。

蛇石（ 龍石）

へびいし り ゅう せき解説

貝田新円筒分水槽

東山円筒分水槽

右の写真の向き

水
路

ト
ン

ネ
ル

青柳用水

東山用水

天神野用水

3つの仕切り

水が
噴き上がる
水が
噴き上がる

円筒分水槽の中央部にある

円筒状の構造物から 噴き 上がっ

た水は、円筒外周部にある 仕切り に

よって分割さ れ、各用水に分配さ れます。

吹き出す水の分配割合は仕切り の間隔で決定

するため、水量が多い時でも 少ない時でも 同

じ 割合で分配すること ができます。東山円筒分

水槽では、天神野用水、青柳用水、東山用水の

3つの用水に水を分配しており 、各用水路から

水を引いている農地の面積に比例し た割合の

水が分配さ れるよう になっています。

◎円筒分水槽が水を分配するメ カニズム

▼分水槽とその周辺の美しい景観を望むポケット パーク ▼登録有形文化財（ 建造物）認定プレート

次
世
代
へ
の
継
承

　
地
域
に
欠
か
せ
な
い
施
設
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
、
計
画
的
な
点
検
・
整

備
や
適
切
な
維
持
管
理
が
大
切
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
黒
谷
頭
首
工
は
完
成
し
て
か
ら
40
年
以
上
経
過
し
、
機
能
低
下
に
よ
る
災
害

発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
令
和
２
年
度
か
ら
防
災
減
災
事
業
に
よ
り
頭
首

工
の
堰
柱
、下
流
エ
プ
ロ
ン
及
び
ゲ
ー
ト
な
ど
の
補
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
東
山
円
筒
分
水
槽
も
60
年
以
上
経
過
し
、
平
成
25
年
に
水
槽
外
周
、
令
和
４
年

に
水
槽
内
部
を
表
面
被
覆
す
る
な
ど
の
補
修
が

行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
地
元
の
住
民
が
円
筒
分
水

槽
の
機
能
を
保
つ
た
め
、
底
に
溜
ま
っ
た
砂
を
除

去
す
る
排
砂
作
業
を
毎
年
田
植
え
前
に
行
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
東
山
円
筒
分
水
槽
は
、
農
業
用
施
設
と

し
て
重
要
な
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
令
和
２
年

４
月
に
国
の
登
録
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）に
登

録
さ
れ
た
ほ
か
、
12
月
に
は
隣
接
地
に
ポ
ケ
ッ
ト

パ
ー
ク
が
整
備
さ
れ
る
な
ど
、
今
で
は
撮
影
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
注
目
さ
れ
訪
れ
る
人
が
増
え
て
い

ま
す
。
そ
の
美
し
さ
は
、「
日
本
一
美
し
い
円
筒
分

水
槽
」と
称
さ
れ
る
ほ
ど
で
す
。

　
片
貝
川
流
域
の
農
地
を
潤
す
農
業
用
施
設
と

し
て
、
そ
し
て
地
域
の
水
利
シ
ス
テ
ム
近
代
化
の

歴
史
を
物
語
る
文
化
財
、
観
光
資
源
と
し
て
、
大

き
な
役
割
を
果
た
す
こ
れ
ら
の
農
業
水
利
施
設

を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
も
、
生
産
者
、
行

政
、
地
域
住
民
等
が
各
々
の
役
割
を
分
担
し
つ
つ

連
携
し
な
が
ら
、
地
域
環
境
の
整
備
と
保
全
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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ト ピ ッ ク ス

　
釜
ヶ
渕
地
区
は
、
民
家
や
線
路
に
挟
ま
れ
、
狭
く
形
が
整
っ
て
い
な
い
農

地
が
多
く
残
る
地
域
で
す
。
大
型
の
農
業
機
械
が
入
れ
な
い
た
め
効
率
的
な

営
農
活
動
が
難
し
く
、
担
い
手
農
家
も
引
き
受
け
が
難
し
い
状
況
で
す
。
加

え
て
農
地
所
有
者
の
高
齢
化
に
よ
り
、
農
地
が
適
切
に
管
理
さ
れ
ず
荒
廃
す

る
と
と
も
に
、
鳥
獣
被
害
に
も
苦
慮
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
令
和
３
年
度
に
立
山
町
が
主
体
と
な

り
、
地
域
の
多
様
な
人
材
を
巻
き
込
ん
で
「
土
地
利
用
」
を
考
え
る
「
最
適

土
地
利
用
対
策
検
討
会
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
話
し
合
い
を
重
ね
、
省
力
で
育
て
ら
れ
る
作
物

の
栽
培
、
放
牧
な
ど
の
実
施
に
よ
り
、〝
粗
放
的

（
手
間
の
少
な
い
方
法
）
な
管
理
で
荒
廃
農
地
を

再
生
す
る
〞
と
い
う
土
地
利
用
計
画
を
具
体
化

し
て
い
き
ま
し
た
。
令
和
４
年
度
か
ら
は
、
策
定

し
た
土
地
利
用
構
想
図
を
基
に
、
移
住
者
や
地
域

お
こ
し
協
力
隊
が
中
心
と
な
り
、
地
域
住
民
の
協

力
も
得
て
カ
モ
ミ
ー
ル
や
レ
ン
ゲ
の
栽
培
や
ポ

ニ
ー
の
放
牧
、
養
蜂
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
地
域
住
民
が
こ
の
取
り
組
み
に
賛
同
し
て
く
れ

た
の
は
、
地
域
を
活
性
化
し
た
い
と
の
思
い
と
、
立

山
町
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
農
地
保
全
活

動
を
通
じ
て
、
人
と
人
と
が
繋
が
る
新
し
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
活
性
化
は
「
土
地
利
用
」
か
ら

　
釜
ヶ
渕
地
区
の
課
題
は
農
地
に
限
ら
ず
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
「
し
ご

と
」
や
地
域
の
「
く
ら
し
」
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
農
村
R
M
O
の
形
成
を
目
指
す
「
釜
ヶ
渕
み
ら
い
協
議
会
」
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
に
向
け
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
し
て
い
く

中
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
リ
ー
ダ
ー
が
中
心
と
な
り
、
活
動
内
容
や
予

多
様
な
人
材
を
巻
き
込
ん
で
、

最
適
土
地
利
用
を
土
台
に
農
村
R
M
O
へ

地域ぐるみの話し 合いにより 、営農を 続ける農地、粗放的利用を行う 農地等を 区

分し 、実証的な取り 組みを行いつつ、土地利用構想図を作成し 、その実現に必要な

農用地保全のための費用を国が支援する事業です。

カモミ ール畑

土地利用構想の検討会荒廃農地の再生

最適土地利用総合対策

農村RM Oの形成を推進するため、地域の話し 合いを通じた農用地保全、地域資源活用、生活支援に係る

将来ビジョ ンの策定、ビジョ ンに基づく 調査、計画作成、実証事業等の取り 組み、デジタル技術の導入・ 定

着を推進する取り 組みのほか、協議会の伴走者となる組織の育成等の取り 組みを国が支援する事業です。

農村型地域運営組織（ 農村RM O）形成推進事業

土
地
利
用
対
策
検
討
会
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

り
、
地
域
の
多
様
な
人
材
を
巻
き
込
ん
で
「
土
地
利
用
」
を
考
え
る
「
最
適

か
ら
、
農
村
R
M
O
の
形
成
を
目
指
す
「
釜
ヶ
渕
み
ら
い
協
議
会
」
が
設
立

1
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カモミ ール畑カモミ ール畑カモミ ール畑カモミ ール畑
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かま が ふち

釜ヶ 渕地区

中新川郡立山町

ト ピ ッ ク スト ピ ッ ク ス

中新川郡立山町

「 し ごと 」「 く らし 」「 活力」「 土地利用」

に着目し た農村の振興

中山間地域は、農業の重要な拠点ですが、人口減少や高齢化が進み、農業

のみならず地域での暮らし を続けていく こと が難しく なっている地域もあり

ます。中山間地域の様々な課題に対応するため、「 し ごと 」「 く らし 」「 活力」

「 土地利用」の観点から 農村振興施策を総合的に推進する必要があり ます。

こう し た中、国は地域のコミ ュ ニティ の維持と 農山漁村の活性化や自立を

後押し する事業とし て、「 最適土地利用総合対策」や「 農村型地域運営組織

（ 農村RM O）形成推進事業」を展開し ているところです。

富山県内で最初にこの取り 組みを始めた立山町釜ヶ 渕地区を紹介し ます。

中新川郡立山町中新川郡立山町

に着目し た農村の振興

中山間地域は、農業の重要な拠点ですが、人口減少や高齢化が進み、農業中山間地域は、農業の重要な拠点ですが、人口減少や高齢化が進み、農業

のみならず地域での暮らし を続けていく こと が難しく なっている地域もありのみならず地域での暮らし を続けていく こと が難しく なっている地域もあり

ます。中山間地域の様々な課題に対応するため、「 し ごと 」「 く らし 」「 活力」ます。中山間地域の様々な課題に対応するため、「 し ごと 」「 く らし 」「 活力」

「 土地利用」の観点から 農村振興施策を総合的に推進する必要があり ます。「 土地利用」の観点から 農村振興施策を総合的に推進する必要があり ます。

こう し た中、国は地域のコミ ュ ニティ の維持と 農山漁村の活性化や自立をこう し た中、国は地域のコミ ュ ニティ の維持と 農山漁村の活性化や自立をこう し た中、国は地域のコミ ュ ニティ の維持と 農山漁村の活性化や自立を

後押し する事業とし て、「 最適土地利用総合対策」や「 農村型地域運営組織後押し する事業とし て、「 最適土地利用総合対策」や「 農村型地域運営組織

（ 農村RM O）形成推進事業」を展開し ているところです。（ 農村RM O）形成推進事業」を展開し ているところです。（ 農村RM O）形成推進事業」を展開し ているところです。

富山県内で最初にこの取り 組みを始めた立山町釜ヶ 渕地区を紹介し ます。富山県内で最初にこの取り 組みを始めた立山町釜ヶ 渕地区を紹介し ます。富山県内で最初にこの取り 組みを始めた立山町釜ヶ 渕地区を紹介し ます。

中山間地域は、農業の重要な拠点ですが、人口減少や高齢化が進み、農業

のみならず地域での暮らし を続けていく こと が難しく なっている地域もあり

ます。中山間地域の様々な課題に対応するため、「 し ごと 」「 く らし 」「 活力」

「 土地利用」の観点から 農村振興施策を総合的に推進する必要があり ます。

こう し た中、国は地域のコミ ュ ニティ の維持と 農山漁村の活性化や自立を

後押し する事業とし て、「 最適土地利用総合対策」や「 農村型地域運営組織

（ 農村RM O）形成推進事業」を展開し ているところです。

富山県内で最初にこの取り 組みを始めた立山町釜ヶ 渕地区を紹介し ます。



　
県
内
で
農
村
R
M
O
形
成
に
取
り
組
む

地
区
は
令
和
５
年
度
ま
で
で
５
地
区
と
な

り
、
農
村
R
M
O
へ
の
期
待
が
広
が
り
を

見
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
農
村

R
M
O
の
立
ち
上
げ
期
は
、
地
域
の
努
力

だ
け
で
は
な
く
行
政
や
関
係
機
関
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
、
さ
ら
に

地
域
に
寄
り
添
っ
て
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
材
の
確
保
も
必
要
で
す
。

　
そ
こ
で
県
で
は
、
地
域
づ
く
り
を
一
貫
し
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
き
る

「
農
村
R
M
O
伴
走
者
」
育
成
の
た
め
の
「
農
村
R
M
O
伴
走
者
育
成
講

座
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
は
一
般
社
団
法
人
「
持
続
可
能
な
地
域
社
会
総
合
研
究

所
」（
島
根
県
）
の
藤
山
浩
所
長
に
講
師
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
第
１
回
は
人
口
・
就
農
者
数
の
現
状
分
析
と
予
測
を
行
い
、
地
域
住
民

の
立
場
に
立
っ
て
、
根
拠
に
基
づ
い
た
具
体
的
な
目
標
を
定
め
る
研
修
を

行
い
ま
し
た
。
第
２
回
は
地
域
の
仕
組
み
（
組
織
）
に
目
を
向
け
、
地
域
の

地
域
に
伴
走
し
て
い
く

た
め
に

ト ピッ クス　「 し ごと 」「 く らし 」「 活力」「 土地利用」に着目し た農村の振興

・ 農村型地域運営組織（ 農村RM O： Reg ion  M an ag em en t O rg an ization ）

複数の集落の機能を 補完し て、農用地保全活動や農業を 核とし た経済活動と 併せ

て、生活支援等地域のコミ ュニティ の維持に資する取り 組みを行う 組織のこと です。

・ 地域おこし 協力隊

都市地域から過疎地域等の条件不利地域に住民票を移し 、地域おこし 支援や農

林水産業への従事、住民支援などの「 地域協力活動」を行いながら 、その地域へ

の定住・ 定着を図る取り 組みです。各自治体の委嘱を受けて就任し ます。

用語
解説

農村RM O伴走者育成講座

ポニーの放牧農作業体験

8

7

6.釜カフェ  薬膳「 やわやわや」外観

7.釜カフェ  薬膳「 やわやわや」店内

8.メニュー の薬膳カレー＆蒸し野菜

6

住所／中新川郡立山町道源寺８４ ９ -1 「 釜ノ 蔵」内

営業日／金、土、日曜日　

営業時間／11： 00～16： 00

（ 営業日・ 営業時間以外は予約制）

I n stag ram ／
h ttp s://w w w .in stag ram .com /yaw a .yaw a.ya/

釜カフェ  薬膳「 やわやわや」

インスタグラムインスタグラム

算
を
決
め
る
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

制
」
を
採
用
し
、
多
様
な
人
材
が
活
躍
し
や

す
い
組
織
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
完
成
し
た
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
荒
廃

農
地
を
活
用
し
た
市
民
農
園
の
開
設
や
交

流
拠
点
施
設
の
整
備
、
空
き
家
を
活
用
し

た
農
泊
事
業
に
取
り
組
み
、「
活
力
」
あ
る

地
域
を
目
指
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
令
和
５
年
度
に
J
A

ア
ル
プ
ス
の
倉
庫
を
改
装
し
、
地
域
の
交

流
拠
点
「
釜
ノ
蔵
」
に
再
生
。
併
せ
て
地
区

内
に
住
む
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
「
釜
ノ

蔵
」
内
の
「
釜
カ
フ
ェ
薬
膳
や
わ
や
わ
や
」

の
運
営
を
任
さ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ

ス
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

地元天気図ワークショ ップ

強
み
や
弱
み
、
今
後
の
課
題
を
把
握
す
る
た
め
の
「
地
元
関

係
図
」
の
作
成
演
習
を
実
施
し
、
農
村
R
M
O
形
成
に
向
け

た
地
域
の
組
み
立
て
方
を
習
得
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
令
和
５
年
度
か
ら
農
村
R
M
O
の
モ
デ
ル
形
成
に

取
り
組
む
富
山
市
黒
瀬
谷
地
区
と
氷
見
市
速
川
地
区
で
、
地

元
関
係
図
を
活
用
し
、
地
域
の
様
々
な
組
織
の
関
係
を
天
気

図
に
見
立
て
る
「
地
元
天
気
図
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」を
実
施
し
、

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
作
成
支
援
を
行

い
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
支
援
と
な
る
よ
う
関
係
機
関
と

連
携
し
た
伴
走
支
援
体
制
を
整
え

て
い
き
ま
す
。

　
県
内
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地
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和
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期
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と
こ
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立
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げ
期
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努
力

だ
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政
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関
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可
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に
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る
「
プ
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用
し
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多
様
な
人
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活
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し
や

　
完
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将
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ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
荒
廃

農
地
を
活
用
し
た
市
民
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の
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を
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事
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活
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あ
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に
J
A

ア
ル
プ
ス
の
倉
庫
を
改
装
し
、
地
域
の
交

流
拠
点
「
釜
ノ
蔵
」
に
再
生
。
併
せ
て
地
区

内
に
住
む
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
「
釜
ノ

蔵
」
内
の
「
釜
カ
フ
ェ
薬
膳
や
わ
や
わ
や
」

の
運
営
を
任
さ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ

強
み
や
弱
み
、
今
後
の
課
題
を
把
握
す
る
た
め
の
「
地
元
関

係
図
」
の
作
成
演
習
を
実
施
し
、
農
村
R
M
O
形
成
に
向
け

た
地
域
の
組
み
立
て
方
を
習
得
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
令
和
５
年
度
か
ら
農
村
R
M
O
の
モ
デ
ル
形
成
に

取
り
組
む
富
山
市
黒
瀬
谷
地
区
と
氷
見
市
速
川
地
区
で
、
地

元
関
係
図
を
活
用
し
、
地
域
の
様
々
な
組
織
の
関
係
を
天
気

図
に
見
立
て
る
「
地
元
天
気
図
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」を
実
施
し
、

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
作
成
支
援
を
行

い
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
支
援
と
な
る
よ
う
関
係
機
関
と

連
携
し
た
伴
走
支
援
体
制
を
整
え

て
い
き
ま
す
。

地域の交流拠点づく り「 釜ノ 蔵」
かま の く ら

1 .改装前の倉庫　 2.改装の様子

3.「 釜ノ 蔵」オープンセレモニーの様子

4.賑わいを見せる「 釜ノ 蔵」

5.賑わいを見せる「 釜ノ 蔵」（ ヨ ガ教室）
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5 4
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https://www.instagram.com/yawa.yawa.ya/


新高岡

南砺南砺

五箇山五箇山

魚津片貝魚津片貝魚津片貝魚津片貝

やまだ村やまだ村やまだ村やまだ村

国吉

灘浦

立山立山

黒部

笹川

富山富山

黒部宇奈月温泉

北
陸

新
幹

線

北
陸

新
幹

線

北
陸

新
幹

線

北
陸

新
幹

線

北
陸

新
幹

線

富山
きと きと 空港

富山
きと きと 空港

南砺市
≪2 0 2 5 年≫2 /2 1 金 日≪2 0 2 5 年≫2 /2 1 金 日

か
ん
じ
き
掘
レ
ッ
キ
ン
グ
、

こ
き
り
こ
民
謡

さ
さ
ら
踊
り
体
験

か
ん
じ
き
掘
レ
ッ
キ
ン
グ
、

こ
き
り
こ
民
謡

さ
さ
ら
踊
り
体
験

日日日日

五
箇
山
塾

五
箇
山
塾

魚津市
5 /2 5 土～2 6 日5 /2 5 土～2 6 日

水
循
環
遺
産
巡
り
、

名
人
に
学
ぶ

春
山
菜
収
穫
と
料
理

水
循
環
遺
産
巡
り
、

名
人
に
学
ぶ

春
山
菜
収
穫
と
料
理

魚
津
片
貝
塾

魚
津
片
貝
塾

富山市
1 1 /8 金～1 0 日1 1 /8 金～1 0 日

旬
の
秋
野
菜
収
穫
、

そ
ば
打
ち
体
験

旬
の
秋
野
菜
収
穫
、

そ
ば
打
ち
体
験

や
ま
だ
村
塾

や
ま
だ
村
塾

朝日町
6 /2 2 土～2 3 日6 /2 2 土～2 3 日

ヒ
ス
イ
探
し
、

ホ
タ
ル
観
察
会

ヒ
ス
イ
探
し
、

ホ
タ
ル
観
察
会

笹
川
塾

笹
川
塾

立山町
1 0 /1 8 金～2 0 日1 0 /1 8 金～2 0 日

陶
芸
体
験
、
発
酵
竹
パ
ウ
ダ
ー
を

活
用
し
た
特
産
品
づ
く
り

陶
芸
体
験
、
発
酵
竹
パ
ウ
ダ
ー
を

活
用
し
た
特
産
品
づ
く
り

立
山
塾

立
山
塾

黒部市
1 0 /1 2 土～1 3 日1 0 /1 2 土～1 3 日

郷
土
料
理
体
験
、

く
ろ
べ
牧
場
で
酪
農
体
験

郷
土
料
理
体
験
、

く
ろ
べ
牧
場
で
酪
農
体
験

黒
部
塾

黒
部
塾

氷見市
6 /1 土～2 日6 /1 土～2 日

魚
つ
り
体
験
、

朝
採
れ
鮮
魚
さ
ば
き

魚
つ
り
体
験
、

朝
採
れ
鮮
魚
さ
ば
き 灘

浦
塾

灘
浦
塾

●お申込み・ お問い合わせ

ホームページ

グリ ーンツ ーリ ズムと やま
TEL/0 7 6 -4 8 2 -3 1 6 1 　 FA X/0 7 6 -4 8 2 -3 6 3 5

E-m a i l  in fo @ g t-to yam a .ne t

2 0 2 4 年度の各塾のスケジュールは、グリ ーンツーリ ズムと やまホームページをご覧く ださ い。

※やむを得ない事情により 中止または

　 延期となる場合があります。

富山県農村振興課

中山間農業振興班
TEL/0 7 6 -4 4 4 -9 0 1 1

●参加費

2 泊3 日

1 泊2 日

一般

2 0 , 0 0 0 円

1 1 , 1 0 0 円

学生

1 2 ,0 0 0 円

6 , 8 0 0 円

ご家族・
ご友人同士で、

お誘いあわせの上

ご参加く ださい！

富山県で は関係人口の増加や移住促進を 目的に「 帰農塾」 と

いう イベント を 開催し ています。農林漁業を 体験し てみたい 方、

田舎暮らし や移住・ 定住に関心のある 方、富山の農山漁村で

自然と 歴史、農業と 食文化を 学び、体験し てみませんか？

田舎暮らし や移住・ 定住に関心のある 方、富山の農山漁村で田舎暮らし や移住・ 定住に関心のある 方、富山の農山漁村で田舎暮らし や移住・ 定住に関心のある 方、富山の農山漁村で田舎暮らし や移住・ 定住に関心のある 方、富山の農山漁村で田舎暮らし や移住・ 定住に関心のある 方、富山の農山漁村で田舎暮らし や移住・ 定住に関心のある 方、富山の農山漁村で田舎暮らし や移住・ 定住に関心のある 方、富山の農山漁村で田舎暮らし や移住・ 定住に関心のある 方、富山の農山漁村で田舎暮らし や移住・ 定住に関心のある 方、富山の農山漁村で田舎暮らし や移住・ 定住に関心のある 方、富山の農山漁村で田舎暮らし や移住・ 定住に関心のある 方、富山の農山漁村で

自然と 歴史、農業と 食文化を 学び、体験し てみませんか？自然と 歴史、農業と 食文化を 学び、体験し てみませんか？自然と 歴史、農業と 食文化を 学び、体験し てみませんか？自然と 歴史、農業と 食文化を 学び、体験し てみませんか？自然と 歴史、農業と 食文化を 学び、体験し てみませんか？自然と 歴史、農業と 食文化を 学び、体験し てみませんか？自然と 歴史、農業と 食文化を 学び、体験し てみませんか？自然と 歴史、農業と 食文化を 学び、体験し てみませんか？自然と 歴史、農業と 食文化を 学び、体験し てみませんか？自然と 歴史、農業と 食文化を 学び、体験し てみませんか？

富山県で は関係人口の増加や移住促進を 目的に「 帰農塾」 と

いう イベント を 開催し ています。農林漁業を 体験し てみたい 方、

田舎暮らし や移住・ 定住に関心のある 方、富山の農山漁村で

自然と 歴史、農業と 食文化を 学び、体験し てみませんか？

塾生募集！塾生募集！

と やま帰農塾
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と やま棚田ネット ワーク受賞作品は「 と やま棚田ネット ワーク 」のホームページでご覧いただけます。

「 とやまの農山村写真展」は、富山県の豊かな農山村風景を後世に守り 伝えることを目的に開催。

作品を応募さ れる 方はもちろん写真展をご覧いただく 方々にとっても 農山村の魅力を再発見

する良いきっかけとなっています。

今回は19 9作品（ 一般86 作品、ジュニア11 3作品）の応募があり 、その中から 富山

県知事賞（ 最優秀賞、優秀賞）、富山県土地改良事業団体連合会長賞（ 棚田賞

及びと やま棚田ネット ワーク 会長賞（ 特別賞）を選定・ 表彰しましたので紹介します。

「 とやまの農山村写真展」は、富山県の豊かな農山村風景を後世に守り 伝えることを目的に開催。

作品を応募さ れる 方はもちろん写真展をご覧いただく 方々にとっても 農山村の魅力を再発見

する良いきっかけとなっています。

今回は19 9作品（ 一般86 作品、ジュニア11 3作品）の応募があり 、その中から 富山

県知事賞（ 最優秀賞、優秀賞）、富山県土地改良事業団体連合会長賞（ 棚田賞

及びと やま棚田ネット ワーク 会長賞（ 特別賞）を選定・ 表彰しましたので紹介します。

「 とやまの農山村写真展」は、富山県の豊かな農山村風景を後世に守り 伝えることを目的に開催。

作品を応募さ れる 方はもちろん写真展をご覧いただく 方々にとっても 農山村の魅力を再発見

する良いきっかけとなっています。

今回は19 9作品（ 一般86 作品、ジュニア11 3作品）の応募があり 、その中から 富山

県知事賞（ 最優秀賞、優秀賞）、富山県土地改良事業団体連合会長賞（ 棚田賞）

及びと やま棚田ネット ワーク 会長賞（ 特別賞）を選定・ 表彰しましたので紹介します。

（ 敬称略）

ジュニア部門

「 みんなで植えた田んぼアート 」

戸田　 智樹 （ 富山市）

「
農
道
」

黒
田

　俊
之
（
富
山
市
）

一
般

部

門

受賞作品紹介受賞作品紹介受賞作品紹介受賞作品紹介

一 般 部 門

加藤  仁一（ 富山市）

藤丸  正義（ 富山市）

ジュニア部門

戸田  智咲（ 富山市）

一 般 部 門

藤原  隆太郎（ 上市町）

中村  公二男（ 砺波市）

谷崎  悦夫（ 高岡市）

平井  典子（ 富山市）

舛田  勝義（ 富山市）

朝田  緑（ 富山市）

ジュニア部門

三浦  慶大（ 上市町）

島端  涼花（ 滑川市）

炭田  一颯（ 滑川市）

阿部  音奏（ 上市町）

清水  ひかり（ 富山市）

土井  朝陽（ 上市町）

棚田賞 特別賞

「
実
り
の
季
節
」

黒
田

　唯
心
（
砺
波
市
）

ジ
ュ
ニ
ア
部
門

一 般 部 門
「 田んぼの学校」

戸田　 美香 （ 富山市）

と や ま の 農 山 村 写 真 展と や ま の 農 山 村 写 真 展第13回第13回

一 般 部 門

「 祭り 前の静けさ の中で」

和泉  知英子 （ 氷見市）

優秀賞

及びと やま棚田ネット ワーク 会長賞（ 特別賞）を選定・ 表彰しましたので紹介します。及びと やま棚田ネット ワーク 会長賞（ 特別賞）を選定・ 表彰しましたので紹介します。及びと やま棚田ネット ワーク 会長賞（ 特別賞）を選定・ 表彰しましたので紹介します。

最優秀賞
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富山県農林水産部農村振興課

今号の表紙は、富山市山田地域で開催さ れた「 と やま帰農塾 やまだ村塾」

（ 令和5年11月10日～12日）において、受講者の皆さ んが農業体験をし ている

様子を撮影し たものです。

山田地域をはじ めとし た県の多く の中山間地域では、高齢化や人口の減少、就

業の機会の不足等により 、持続的な集落運営が困難になっています。

そこで山田地域では、「 と やま帰農塾」※など県の事業を活用

し 、交流人口の拡大、さらには移住の促進に取り 組んでいます。

平成23年から続く 山田地域での「 と やま帰農塾」では、名産のそば打ち体験や、大根・ 赤か

ぶの収穫体験などのプログラムによって、農村生活を体験できます。これまでの受講者は延べ

130人を超え、その中にはやまだ塾の受講をきっかけに移住を決めた方もいらっしゃいます。

また、地域の直売所「 山田の案山子」は、県の「 ６ 次産業化と やまの魅力発信事業」※を活用

し た新商品の開発や、県の「 中山間地域チャレンジ支援事業」※を活用し た新規就農者への技

術指導等により 、地域振興に取り 組んでいます。

加えて、「 山田地域都市農村交流協議会」が「 富山県農泊推進ネット ワーク会議」に参加し 、

農泊事業の実施に向けた準備を進めるなど、多く の人が集う 山田地域の実現に向け、地域ぐ

るみでの活動を進めています。

N o . 4 5 ●表紙の写真

上： てっぺん農園での記念撮影／下： てっぺん農園での野菜の収穫体験の様子

第45号　 令和6年3月 この冊子は、富山県農村環境創造基金ならびに棚田地域水と 土保全基金で発行さ れています。

□本誌に関するご要望、ご意見等をお寄せく ださい。住所、氏名、年齢、職業のご記入をお忘れなく 。個人情報については、内容確認以外に使用いたしません。

□本誌の内容、バッ クナンバーが富山県ホームページでも ご覧になれます。 ふるさ と 夢と やまh ttp s://w w w .p ref.toyam a.jp /

▶と やま帰農塾 やまだ村塾塾生（ 前列）と

塾長・ スタ ッ フ（ 後列）のみなさ ん

▶赤かぶの収穫体験

▶先進地視察研修会
（ 新潟県妙高市）の様子
左： 体験活動
右： ワークショ ッ プ

富山市山田村

富山県内の農泊の振興を図るため、令和4年8月に、県、市町村、県内農

泊地域等で構成する『 富山県農泊推進ネット ワーク会議』を設置し まし た。

当会議では、地域の人材育成を目的とし た各種研修や先進地視察を開

催し たり 、大規模フェ アへの出展、ロゴマーク「 のう はく ん」の作成、ノベルティ グッズや

ＰＲ 動画の制作により 、「 富山県で体験できる農泊」の周知を図っています。

富山県農泊推進ネット ワーク 会議では、一緒に農泊に取り 組む新規加入者を募集し

ています。ネット ワーク 会議で実施している各種活動への参加が可能になるほか、ネッ

ト ワーク会員内での交流による情報交換も 可能になり ます。

県では、イノ シシ等による農作物被害防止対策の１ つとして、有害鳥獣捕獲の強化に取り 組ん

でいます。し かし ながら捕獲さ れた個体のう ち、食用と さ れているのは１ 割に留まっています。地

域資源として活用するため、『 と やまジビエ』としてブランド 化を推進しており 、ロゴマークの作

成やウェ ブサイト の開設、食のイベント 等で魅力を発信するなどのＰＲに取り 組んでいます。

令和5年11月には、県内有名店シェ フ 12名による特別食事会（ ガラディ ナー）を開催し たほ

か、フェ ア参加30店舗で『 と やまジビエ』の料理などを提供する「 と やまジビエフェ ア」（ 令和5年

11月～令和6年2月）を開催するなど、ジビエ料理を味わっていただく 機会を創出し まし た。

今後も 継続してイベント を企画していく 予定です。個体ごと に味わいが異なるのもジビエの魅

力の１ つです。ぜひ何度も 足を運んで、富山の豊かな風土に育まれた『 と やまジビエ』をご賞味

く ださ い。

「 富山県農泊推進ネット ワーク会議」（ 県ホームページ）はこちらから▶
U RL： h ttps://w w w .p ref.toyam a.jp/1605/sang you/n ou rin su isan/n ouh aku/nouh aku _ noush in .h tm l

ＮＰ Ｏ法人グリ ーンツーリ ズムと やまホームページはこちらから ▶
U RL： h ttp ://g t-toyam a.net/

▶「 と やまジビエ」を使った料理

▶

「 と やまジビエ」

　 ロゴマーク

Topics

『 富山県農泊推進ネット ワーク 会議』を設置。

一緒に“ 農泊”をはじめてみませんか？

富山の豊かな風土に育まれた『 と やまジビエ』の魅力を発信！

最新情報はこちらから「 と やまジビエ」特設サイト ▶
U RL： h ttps://toyam a-g ib ier.jp/

▶

ネット ワーク 会議

共通ロゴマーク

「 のう はく ん」

※「 中山間地域チャレンジ支援事業」についてはP.6 、

「 ６ 次産業化と やまの魅力発信事業」についてはP.8、

「 と やま帰農塾」についてはP.14を参照く ださ い。

か か し

https://www.tym-midori.net/tanada/tanada.htm
https://www.pref.toyama.jp/
https://www.pref.toyama.jp/1605/sangyou/nourinsuisan/nouhaku/nouhaku_noushin.html
http://gt-toyama.net/
https://toyama-gibier.jp/

